
【さいたま市】

年 月 日

□済

【注意事項】

□ □ □

□ 申請者、設計者欄 □ 第二面記載事項との照合

□ 代理者欄 □ 委任状との照合

□ □ 建築士事務所名の記載

設計者欄 □ 建築士資格の記載

□ 業務範囲の確認

□ 建築士事務所名の記載

設備設計一級建築士 □ 設計関与 □

構造設計一級建築士 □ 設計関与 □

□ 登録番号の記載

□ 委任状

【◆建築士法第20条第5項に定める資格を有する者】

工事監理者欄 □ 建築士資格の記載

□ 業務範囲の確認

□ 建築士事務所名の記載

□ 未定の場合の「未定」表示

許可・認定等欄 □ 該当する許可・認定等の記載

※一覧表の添付でも可

□ 関係法令の手続きの要否

確認の特例欄 □ 有 （第 号）

□ 無

天井の欄 □ 有

（特定天井の有無） □ 無

建築物独立部分別概要 □ 構造上の棟ごとに作成

申請者の確認 □ 署名

□ 記名＋押印

□ 確認申請書との照合

□ □ 確認申請書との照合

□ □ 意匠図（施行規則第1条の3において該当する図書）

記入日： 令和

　建築確認申請(計画通知)に際し、建築基準法施行規則第１条の３の規定のとおり、申請
（通知)図書を作成しました。
　また、各設計図書相互間での設計内容等を確認し、以下のリストの各項目をチェックした
上で当該申請(通知)図書を提出します。

建築主氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設計者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

建築場所　：さいたま市　　　区　　　　　　　　　　　　　

※行政チェック欄

確認申請提出時　チェックリスト【建築物】

※　確認申請・計画通知提出前に施行規則第１条の３を参考の上、該当する項目及び確認した内
　容に関して明示すべき事項を確認し「□」欄へチェックをして下さい。

※　建築確認手続き等の運用改善に係る省令・告示改正にて補正の範囲が拡大されましたが、設計
　図書に明示すべき事項が大幅に欠落しており建築計画が確定していると認められないものや、設
　計図書相互間の不整合が多数あることから審査の実施が困難なものについては、確認申請等をお
　受けしても直ちに審査終了となることは従前と変わりはありません。

０．申請種別

確認申請 計画通知 計画変更

１．添付図書及び設計者等の記載の確認について

図書の有無 確認した内容

確認申請書

正本１通

副本１通

第二面

法適合確認

法適合確認

建築設備の設計に関し
意見を聴いた者欄

第一面

第三面

第四面

第五面

第六面

建築計画概要書　１通

建築工事届　１通

委任状



【さいたま市】

□ □ 形態規制

□ 用途地域、建築面積、床面積等

□ 高さ制限（道路・隣地・北側斜線、日影規制等）

□ 防火・避難規定

□ 防火区画、界壁、防火上主要な間仕切等

□ 避難規定（廊下の幅、歩行距離、直通階段等）

□ 一般構造規定等（採光・換気、排煙無窓等）

□ 設備図

□ 電気 □ ガス □ 給排水 □ 換気 □ その他

□ 換気設備等計算書

□ 配管設備等の仕様書

□

□ 仕様書

□ 伏図

□ 軸組図

□ 部材断面表

□ 構造詳細図

□ 使用構造材料一覧表

□ 地盤調査報告書

□

□ □ 有

□ 無

□ 構造・材料等の □ 確認申請書許可・認定等欄との照合

大臣認定書の写し □ 別添有無の確認

□ 許可書等の写し □ 都市計画法施行規則第６０条の規定

による適合証明

□ その他（　　　　　　　　　　　　）

□ 工場に関する調書

□ 危険物に関する調書

□ 浄化槽に関する調書　３通（正本２通、副本１通）

□ 不適格建築物調書

※行政チェック欄 □済

２．設計者の記載の確認

□ 意匠図 □ 設計者の資格の記載、記名の確認

□ 設備図 □ 設計者の資格の記載、記名の確認

□ 設備設計一級建築士の記載　※設計関与又は法適合確認要の場合

□ 構造図 □ 設計者の資格の記載、記名の確認

□ 構造設計一級建築士の記載　※設計関与又は法適合確認要の場合

□ 構造計算書 □ 設計者の資格の記載、記名の確認

※行政チェック欄 □済

３．正本及び副本の整合性の確認

□ 設計図書 □ 意匠・設備・構造等各図書相互の整合性の確認

※行政チェック欄 □済

図書 確認した内容

添付図書等

構造図

構造計算書

大臣認定プログラム使用時の電子データ

図書 確認した内容



【さいたま市】

４．構造計算によって建築物の安全性を確かめた旨の証明書(安全証明書)の写しの確認

□ 安全証明書 □ 確認申請書との照合

□ 委託者の確認

□ 各記載事項と構造計算書の整合性の確認

（計算ルート、使用プログラムのver.、認定の有無等）

※行政チェック欄 □済

５．構造計算適合性判定の要否の確認

□ 保有水平耐力計算 □ 許容応力度等計算 □ 大臣認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ □ 要 → □ 有

□ 許容応力度計算 □ その他（　　　　　）□ その他 □ 不要 □ 並行申請

□ 保有水平耐力計算 □ 許容応力度等計算 □ 大臣認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ □ 要 → □ 有

□ 許容応力度計算 □ その他（　　　　　）□ その他 □ 不要 □ 並行申請

□ 保有水平耐力計算 □ 許容応力度等計算 □ 大臣認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ □ 要 → □ 有

□ 許容応力度計算 □ その他（　　　　　）□ その他 □ 不要 □ 並行申請

※行政チェック欄 □済

図書 確認した内容

構造上の棟数

棟
番
号

構造計算に
係る部分の

床面積
構造計算の方法

構造計算
適合性判
定の要否

適合判定通
知書の有無

（　　　　　　　　　　）棟

適用した構造計算の種類

建築基準法第２０条第２項の規定により別の建築物とみなす部分（エキスパンション
ジョイントその他の相互に応力を伝えない構造方法のみで接続している部分）及び別棟

の建築物１棟ごとに記載すること

適判機関
連絡先

備　考

㎡

㎡

㎡


